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高血圧は、世界中の成人の約3分の1が罹患していると推測され
ており（WHO）、治療と予防が重要な疾患である。高血圧の治療

戦略は、薬物治療や食事療法に加えて、運動療法が有効である
と考えられている。運動療法は一定の治療効果が期待できる一
方、高血圧患者が運動を行う際には、健常人と比較して、過剰な
循環応答が惹起されるという問題を孕んでいる。この過剰な応答
は、運動実施の大きな障害となるだけでなく、運動時における致
死性不整脈や脳卒中を引き起こす危険性を高める。安全に運動
療法を遂行するためも、高血圧患者に観察される循環応答異常
の発生機序を明らかにする必要がある。我々が運動を行う際に
は、自律神経を介した神経性の循環調節機構が重要な役割を担
っている。とりわけ、骨格筋からの感覚情報は循環中枢を介して
交感神経活動を亢進させる。この活動筋からの反射は、運動昇
圧反射と呼ばれ、心拍出量を高めると伴に非活動部位への血流
量を減らし、活動筋における酸素供給の増加に寄与する。そこで、
本研究会では、高血圧モデル動物に観察される運動昇圧反射を
介した過剰な交感神経応答とそのメカニズムについて概説する。 

高血圧における運動時神経性循環調節異常 演題 
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